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○放射能年報49（平成17年4月～平成18年3月）
　福田一儀，佐藤千鶴子，市橋大山
　北海道立衛生研究所放射線科学科編，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年5月
　文部科学省の委託事業を主体とした北海道における環境放射能水準に関する平成17年度の調査結果をまとめた．降水，
　降下物，陸水，海永，農畜水産物，土壌等及び空間放射線量率の測定値に異常は認められなかった．
食品薬品部
0農産物中残留農薬試験法検討結果（GC／MS一斉分析法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成17年度厚生労働省汎用農薬分析調査試験等の試験検：査一残留農薬分析法開発
　に関する試験一分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年3月
　食品中に残留する農薬等へのポジティブリスト制の導入に伴う一斉分析法の開発を行うための基礎的検討を分担した．
　35種類の農薬について，GC／MS一斉分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選定，検出限界など）
　を取った後，あらかじめ定めた一斉分析法で7種類の農産物への添加回収実験を行い，一斉分析法の適合性を検証した．
○平成17年度食品残留農薬1日摂取量実態調査結果
　新山和人，青柳光敏，若森吉広
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成17年度残留農薬1日摂取量実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛生研究
　所，札幌，平成18年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬量を把握するため，平成14年国民栄養調査における地域ブロック別の食品群
　別摂取量をもとに142種類の食品を入手し，それを14群に分けて均一化し分析試料とした．各群についてGC／MS一
　斉法により79種類の農薬を分析し，直訴ごとの農薬摂取量を計算した．
○農産物中残留農薬試験法検討結果（ドジン試験法検討）
　新山和人，青柳光敏
　北海道立衛生研究所食品科学三編，平成18年度食品・添加物等規格基準に関する試験検：査　残留農薬個別試験法開発
　分担試験報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月
　農薬等のポジティブリスト制度の施行に伴い，現在までに残留農薬公定試験法が確立されていない農薬のうち，ドジン
　について個別分析法の開発を分担した．LC／MSを使用する分析法のための基礎的データ（保持時間，定量イオンの選
　定，検出限界など）及び試験溶液の調製法を検討し，16種類の農産物への添加回収実験を行い，分析法（通知法案）
　を作成した．
○平成18年度食品残留農薬1日摂取量実態調査結果
　新山和人，青柳光敏，久保亜希子
　北海道立衛生研究所食品科学科編，平成18年度残留農薬1日摂取量実態調査委託事業実績報告書，北海道立衛生研究
　所，札幌，平成19年3月
　国民が日常の食事を介して摂取する農薬量を把握するため，平成16年国民栄養調査における地域ブロック別の食品群
　別摂取量をもとに164種類の食品を入手し，それを14群に分けて均一化し分析試料とした．各群についてGC／MS一
　斉法により61種類の農薬を分析し，各群ごとの農薬摂取量を計算した．
04一ヒドロキシノネナール生成に対するアミロイドベータペプチドの影響
　林　隆章
　平成17年度財団法人湯浅記念会調査研究事業報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成18年5月
　アルツハイマー病で脳内に凝集・沈着するアミロイドベータペプチド（Ab）の4一ヒドロキシノネナール生成に対する
　影響を検討した．その結果，Abは生体内ではCu2＋をキレートし不活性化することにより抗酸化性を示している可能性
　があることが示された．
○生薬中の有機リン系農薬の分析と実態調査
　佐藤正幸，姉帯正樹
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合田幸広編，厚生労働科学研究費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究事業）「生薬及び漢
方処方の有用性評価手法・安全性確保と国際調和に関する研究」平成18年度総括・分担研究報告書，’送ｧ医薬品食品
衛生研究所，東京，平成19年3月，pp．117－150
生薬中の農薬残留実態を明らかにするため，15品目の生薬について，28種類の有機リン系農薬の分析法を検討し，51
検体の残留実態を調査した．その結果，4品目8検体から5種類の農薬が検出された．
微生物部
○慢性活動性EBウイルス感染症の病態解明に関する研究
　岡野素彦
　平成18年度文部科学省科学研究費補助金（基盤i研究C）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月，
　PP．1－3
　慢性活動性EBウイルス感染症において主にウイルス学的，免疫学的検討を行い免疫不全の程度に異質性のあることを
　報告した．
○薬剤耐性菌出現回避のための遺伝子治療法の開発
　木村浩一
　平成18年度文部科学省科学研究費補助金（萌芽研究）研究実績報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月
　腸管出血性大腸菌0！57のベロ毒素産生のみを阻害し無毒化することを目的とし，ベロ毒素mRNAに対するアンチセ
　ンスRNAを産生するプラスミドの構築を行った．構築したプラスミドには遺伝子発現用のプロモーターが組み込まれ
　ており，このプロモーターに対しベロ毒素遺伝子の一部を逆方向にして挿入することで，アンチセンスRNAの産生を
　実現させた．
○乳製品製造過程における危害分析に関する研究
　池田徹也，森本　洋，清水俊一，山口敬治
　雪印乳業株式会社　共同研究報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成19年3月，pp．1－10
　北海道の乳製品製造工場で受入れたバルク乳について，黄色ブドウ球菌の検出率，菌数，se遺伝子型を調査し，さら
　に脱脂粉乳に残存する黄色ブドウ球菌のDNAをrea1－time　PCRで測定し，バルク乳中の黄色ブドウ球菌数と比較し
　た．
○温泉の泉質等に対応した適切な衛生管理手法の開発に関する研究
　森本　洋，池田徹也，清水俊一
　倉　文明編，厚生労働省科学研究費補助金（地域健康危機管理研究事業）「温泉の泉質等に対応した適切な衛生管理手
　法の開発に関する研究」平成18年度　総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成19年3月
　掛け流し式温泉の温泉成分検：査，微生物実態調査及び施設の衛生管理状況調査を行い，各施設に合わせた衛生管理ポイ
　ントの検討を行った．特にレジオネラ属菌の実態把握と衛生管理についての検討を重点的に行い報告した．
0北海道におけるHlV検査体制と感染状況
　澤田幸治，長野秀樹，伊木繁雄，地主　勝，工藤伸一
　今井光信編，厚生科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「HIV検査相談機会の拡大と質的充実に関する研究」平成
　18年度総括・分担研究報告書，神奈川県衛生研究所，神奈川，平成18年3月，pp．190－196
　道立保健所における年間の受検者数は，即日検査導入前に比べて約2倍になっている．道立保健所でのスクリーニング
　検査における偽陽性率は開始当初は2．1％であったが，2006年には0．9％と半減した．
○北海道・東北・新潟ブロック内のPFGE画像解析に関する施設問差
　長野秀樹，木村浩一，伊東拓也，合田　悟
　寺嶋　淳編，厚生科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「広域における食品由来感染症を迅速に探知するた
　めに必要な情報に関する研究」平成18年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成18年4月，pp．30－
　37
　同一菌株であるNo．2とNo．7の類似度が100％であった施設は，昨年度が10施設中2施設で，今年度は3施設で
一125一
